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【目的】抗がん剤候補化合物のスクリーニング過程で新規化合物 NP-10 が発見さ

れ、我々の以前の研究により、がん細胞選択的な増殖抑制効果と M 期停止作用を

有している事が判明した 1)。NP-10 は既存の抗がん剤とは異なる新規作用機序を

持つ事が示唆されたため、その標的蛋白質の同定を行った。 
【結果】NP-10 と、作用対象が既知の化合物である Eg5 阻害剤 2)に関してビオチ

ンの導入を化学合成によって行い、活性型 NP-10 ビーズ及び control を作成した。

これらのビーズを用いた Pull down assay により、活性型ビーズに特異的に結合

する蛋白質に関して Mass 解析を行った結果、NP-10 の標的であると推定される

核輸送蛋白質 X が同定された。詳細はポスターにて報告する。 
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